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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　店内に設けられた経路と、
　前記経路に沿って配置されたガイドと、
　前記ガイドに案内されて前記経路に沿って移動し得る１つまたは複数の移動体と、
　前記経路沿いに予め設定された１つまたは複数の呼出し位置に配置された呼出しスイッ
チと、
　前記呼出し位置において関係する前記呼出しスイッチに接続され、当該呼出しスイッチ
がＯＮになったとき、呼出し信号を発信する呼出し信号発信器と、
　前記移動体を集中管理する管理部と、を備え、
　前記移動体は、前後に距離センサーを備えていて、前記管理部に制御されて前記移動を
行う管理移動モードと、自律的に前記移動を行う自律移動モードに切り替え可能とされ、
前記自律移動モードにおいて、進行方向前方の障害物または他の移動体に所定の距離まで
近づいたとき、当該進行方向を反転させ、
　前記管理部は、前記移動体の前記経路上の位置を常時監視し、前記呼出し信号を受信し
たとき、当該呼出し信号が発信された前記呼出し位置の最も近くにある前記移動体を、前
記自律移動モードから前記管理移動モードに切り替えるとともに当該呼出し位置まで移動
させて所定時間停止させ、その後、前記移動体を前記管理移動モードから前記自律移動モ
ードに切り替えるようになっており、
　前記移動体は、
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　店内監視および通話のためのカメラと、
　ディスプレイユニットと、
　マイクロフォンおよびスピーカを備えた送受話ユニットと、
　前記カメラ、前記ディスプレイユニットおよび前記送受話ユニットが接続された通信ユ
ニットと、を有し、
　前記管理部は、
　前記移動体の前記通信ユニットと相互に無線通信を行う通信部と、
　前記通信部に接続され、前記移動体の前記カメラによって撮影された映像を表示するデ
ィスプレイ部と、
　マイクロフォン、スピーカおよびカメラを備え、前記通信部に接続された通話部と、を
有するものであることを特徴とする店内監視および案内システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スーパーマーケット、ディスカウントセンター、ホームセンター、ドラッグ
ストア、書店およびパチンコ店等の各種店舗において、店内の監視と顧客への案内を行う
ためのシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケット、ホームセンターおよび書店等の各種商品販売店においては、万引
きが日常的に発生しており、万引きによる年間損失額はかなりにのぼっている。また、パ
チンコ店等の遊戯店においては、遊技機を誤作動させて利益を得る等の不正行為がしばし
ば発生している。
【０００３】
　これらの万引きや不正行為を防止するには、店員やガードマンを頻繁に店内巡回させる
のが最も有効であると考えられるが、人件費の削減のため、通常、店内にカメラを設置し
、あるいは、店内に設置したカメラと、商品に付したＩＣタグや、計量器とを併用するこ
と等によって、不審者を監視することがなされている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　しかしながら、これらの従来技術においては、カメラは店舗の天井の定位置に固定され
ており、そのため万引き等をする者は比較的簡単に自己の手元をカメラの死角に入れるこ
とができ、万引きや不正行為の現場を確認することが難しい。
【０００５】
　また、大型の商品販売店においては、商品の陳列スペースが広く、また陳列された商品
の種類も非常に多いので、顧客は購入したい商品が店内のどこにあるのか容易に分からず
、不便をきたすことがしばしばである。
【０００６】
　そのため、従来は、各商品の商品名、商品分類、画像および陳列場所等を含む商品情報
が予め格納されたデータベースを準備するとともに、このデータベースを検索するための
情報端末を店内に設置し、あるいは情報端末をショッピングカートに取り付け、情報端末
を通じて顧客に対し商品の陳列場所等を案内するシステムが提供されている。
【０００７】
　しかしながら、情報端末を店内に設置する構成によれば、顧客が情報端末の設置場所を
探してそこまで移動しなければならないという不便があり、また、ショッピングカートに
情報端末を取り付ける構成によれば、ショッピングカート毎に情報端末を用意する必要が
り、多大なコストがかかる。加えて、年配の顧客にとっては、情報端末を操作して検索し
、ディスプレイ表示された情報を読むことが非常に面倒である。
【０００８】
　さらには、従来技術においては、店内監視システムと店内商品案内システムを別個に導
入する必要があり、システムの設置およびメンテナンス費用が膨大になるという問題があ
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る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１２－２４２９１２号公報
【特許文献２】特開平８－３０６９１号公報
【特許文献３】特開２００２－３０４６７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の課題は、店内の監視が確実に行えると同時に、顧客利便性の高い
店内の商品案内ができる低コストのシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明によれば、店内に設けられた経路と、前記経路に沿っ
て配置されたガイドと、前記ガイドに案内されて前記経路に沿って移動し得る１つまたは
複数の移動体と、前記経路沿いに予め設定された１つまたは複数の呼出し位置に配置され
た呼出しスイッチと、前記呼出し位置において関係する前記呼出しスイッチに接続され、
当該呼出しスイッチがＯＮになったとき、呼出し信号を発信する呼出し信号発信器と、前
記移動体を集中管理する管理部と、を備え、前記移動体は、前後に距離センサーを備えて
いて、前記管理部に制御されて前記移動を行う管理移動モードと、自律的に前記移動を行
う自律移動モードに切り替え可能とされ、前記自律移動モードにおいて、進行方向前方の
障害物または他の移動体に所定の距離まで近づいたとき、当該進行方向を反転させ、前記
管理部は、前記移動体の前記経路上の位置を常時監視し、前記呼出し信号を受信したとき
、当該呼出し信号が発信された前記呼出し位置の最も近くにある前記移動体を、前記自律
移動モードから前記管理移動モードに切り替えるとともに当該呼出し位置まで移動させて
所定時間停止させ、その後、前記移動体を前記管理移動モードから前記自律移動モードに
切り替えるようになっており、前記移動体は、店内監視および通話のためのカメラと、デ
ィスプレイユニットと、マイクロフォンおよびスピーカを備えた送受話ユニットと、前記
カメラ、前記ディスプレイユニットおよび前記送受話ユニットが接続された通信ユニット
と、を有し、前記管理部は、前記移動体の前記通信ユニットと相互に無線通信を行う通信
部と、前記通信部に接続され、前記移動体の前記カメラによって撮影された映像を表示す
るディスプレイ部と、マイクロフォン、スピーカおよびカメラを備え、前記通信部に接続
された通話部と、を有するものであることを特徴とする店内監視および案内システムが提
供される。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、管理部は、店舗の管理室や店内の案内カウンター等の適当な場所に設
けられる。そして、カメラを備えた移動体を経路に沿って自律的に、あるいは管理部の制
御によって移動させ、移動体のカメラによる映像を管理部のディスプレイ部に表示するこ
とで、店内の監視を行うことができる。それによって、カメラの死角になる領域は、従来
の定位置に固定されたカメラの場合よりも少なくなり、万引き等の監視がより効果的に行
える。また、移動体が移動することで、常に監視されていることを万引き等をする者に強
く意識させることができ、万引き等の抑止効果が得られる。
【００１３】
　さらに、顧客が商品案内を必要とするときは、最寄の呼出しボタンをＯＮにして呼出し
位置に移動体を停止させ、停止の間に、移動体を通じて、管理室に常駐する店員とテレビ
電話によるフェース・ツー・フェースの会話を行うことで、購入したい商品の陳列場所を
知ることができる。それによって、年配の顧客であっても、簡単かつ迅速に商品案内を受
けることができる。



(4) JP 6238030 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

　そして、本発明によれば、１つのシステムで、効果的な店内監視と、非常に利便性の高
い顧客への店内案内を同時に行うことができ、極めて高いコストパフォーマンスが得られ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の１実施例による店内監視および案内システムの全体を示す斜視図である
。
【図２】図１のシステムの全体構成を示すブロック図である。
【図３】図１のシステムの移動体の走行用の駆動系を示す図であり、（Ａ）は斜視図であ
り、（Ｂ）は移動体の内部を示す斜視図である。
【図４】図１のシステムの要部を示す図であり、（Ａ）は斜視図であり、（Ｂ）は、（Ａ
）において経路のカバーの一部およびディスプレイユニットを取り外した状態の斜視図で
ある。
【図５】本発明の別の実施例を示す図３に類似の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の構成を好ましい実施例に基づいて説明する。
　図１は、本発明の１実施例による店内監視および案内システムの全体を示す斜視図であ
り、図２は、図１のシステムの全体構成を示すブロック図である。
　図３は、図１のシステムの移動体の走行用の駆動系を示す図であり、（Ａ）は斜視図で
あり、（Ｂ）は移動体の内部を示す斜視図である。また、図４は、図１のシステムの要部
を示す図であり、（Ａ）は斜視図であり、（Ｂ）は、（Ａ）において経路のカバーの一部
およびディスプレイユニットを取り外した状態の斜視図である。
【００１６】
　図１～図４を参照して、本発明によれば、店内に走行路１ａ～１ｄが備えられる。この
実施例では、４つの走行路１ａ～１ｄがそれぞれ独立に備えられ、第１の走行路１ａは直
線状に形成され、第２～第４の走行路１ｂ～１ｄはいずれもループ状に形成されている。
　なお、直線状の走行路１ａとループ状の走行路１ｂ～１ｄはほぼ同じ構成を有している
。よって、以下では、第１の走行路１ａを代表例として本発明の構成を説明する。
【００１７】
　走行路１ａは、この実施例では、平板の表面からなっており、走行路１ａの両側に案内
壁２ａ、２ｂが設けられる。
　また、走行路１ａ内への埃やゴミ等の侵入を防止し、またデザイン性を向上させるため
、走行路１ａおよび案内壁２ａ、２ｂから形成されたチャネルの上面開口を被覆するカバ
ー４が設けられる。
　この場合、カバー４は案内壁２ａ、２ｂのうちの一方（一側側の案内壁）２ｂと一体形
成され、案内壁２ａ、２ｂの他方（他側側の案内壁）２ａの上端縁とカバー４の間には、
走行路１ａの長さ方向にのびる間隙５が形成される。
【００１８】
　また、走行路１ａ上に、走行路１ａの長さ方向に沿って一対の給電線６ａ、６ｂが配置
され、走行路１ａの一端の外側には、給電線６ａ、６ｂに電力を供給する外部電源装置７
が備えられる。
　そして、走行路１ａ、案内壁２ａ、２ｂ、カバー４、給電線６ａ、６ｂおよび外部電源
装置７の組立体が、商品陳列棚の上面に固定される。
【００１９】
　また、本発明によれば、案内壁２ａ、２ｂに案内されて走行路１ａ上を移動し得る１つ
または複数の移動体３が備えられる。
　移動体３は、この実施例では、図３に示すように、走行路１ａ上を走行するための車輪
８と、モータ９と、モータ９および車輪８間に配置された動力伝達機構１０とを有してい
る。
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　移動体７は、また、給電線６ａ、６ｂから電気を取り込む集電ユニット１１を有し、集
電ユニット１１からモータ９に対する給電が行われるようになっている。つまり、集電ユ
ニット１１は、移動体３に備えられた電源部を構成している。
【００２０】
　また、移動体３は、その前後部に配置された距離センサ１２、１３と、モータ９および
動力伝達機構１０を制御する制御ユニット１４を備えている。距離センサ１２、１３の検
出信号は、制御ユニット１４に送られる。
【００２１】
　本発明によれば、また、走行路１ａ沿いに予め設定された１つまたは複数の呼出し位置
Ｐに配置された呼出しスイッチ１５と、呼出し位置Ｐにおいて関係する呼出しスイッチ１
５に接続され、当該呼出しスイッチ１５がＯＮになったとき、呼出し信号を発信する呼出
し信号発信器１６と、移動体３を集中管理する管理部１７が備えられる。
【００２２】
　移動体３は、さらに、店内監視および通話のためのカメラ１８と、ディスプレイユニッ
ト１９と、マイクロフォンおよびスピーカを備えた送受話ユニット２０と、カメラ１８、
ディスプレイユニット１９および送受話ユニット２０が接続された通信ユニット２１とを
有している。なお、この実施例では、カメラ１８および送受話ユニット２０がディスプレ
イユニット１９に内蔵される。また、通信ユニット２１は、この実施例では、無線ＬＡＮ
子機からなっている。
【００２３】
　ディスプレイユニット１９は、移動体３の本体の一側に設けられた取付部３０を介して
移動体３の本体に取り付けられる。取付部３０は、図３に示すように、移動体３の本体に
突設され、間隙５から案内壁２ａを越えて外向きにのびる支持ロッド３０ａと、支持ロッ
ド３０ａの先端に取り付けられた固定された取付板３０ｂとからなっている。支持ロッド
３０ａは、中間に節を有し、垂直面内において節のまわりに屈曲するとともに、所望の屈
曲角度に固定され得る。
　カメラ１８、ディスプレイユニット１９、送受話ユニット２０、通信ユニット２１は、
制御ユニット１４によって制御される。
【００２４】
　さらに、この実施例では、移動体３の前後面に水平なローラ支持板３１が突設され、移
動体３の幅方向にのびている。そして、ローラ支持板の両側部に、ガイドローラ３２が、
垂直軸のまわりに回転可能に取り付けられている。ガイドローラ３２は、関係する案内壁
２ａ、２ｂの内面に接触し得る。
【００２５】
　移動体３は、制御ユニット１４に予め組み込まれたプログラムに基づき、管理部１７に
制御されて移動を行う管理移動モードと、自律的に移動を行う自律移動モードに切り替え
可能とされる。そして、自律移動モードにおいて、距離センサ１２、１３によって、進行
方向前方の障害物または他の移動体３に所定の距離まで近づいたことが検知されたとき、
移動体３は進行方向を反転させる。
【００２６】
　管理部１７は、移動体３の走行路１ａ上の位置を常時監視する移動体位置監視部２２と
、呼出し信号発信器１６から発信された呼出し信号を受信する呼出し信号受信部２３と、
移動体位置監視部２２および呼出し信号受信部２３が接続された制御部２８を有している
。制御部２８には、呼出し位置Ｐの経路上の位置の情報が予め登録されている。
【００２７】
　管理部１７は、また、移動体３の通信ユニット２１と相互に無線通信を行う通信部２４
と、通信部２４に接続され、移動体３のカメラ１８によって撮影された映像を表示するデ
ィスプレイ部２５と、通信部２４に接続された通話部２７を有している。通信部２４、デ
ィスプレイ部２５および通話部２７は、制御部２８に接続されている。
　管理部１７は、さらに、移動体３の移動モードを切り替えるための命令、移動体を管理
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移動モードにおいて移動させるための命令、および移動体との間で通話を行うための命令
等の各種命令を入力を受けるための入力部２６を有している。
【００２８】
　図１に示すように、この実施例では、管理部１７は、パソコンおよびパソコンに接続さ
れた必要な周辺機器とからなっている。この場合、制御部２８、移動体信号受信部２２お
よび呼出し信号受信部２３はパソコンに内蔵され、ディスプレイ部２５はパソコンのディ
スプレイからなり、通話部２７は、パソコンのディスプレイに内蔵されたカメラおよびス
ピーカと、パソコンに接続されたマイクロフォン２７ａとから構成され、入力部２６は、
パソコンのキーボードおよびマウスから構成されている。また、通信部２４は、パソコン
に接続された無線ＬＡＮルータからなっている。
　なお、この実施例では、管理部１７の無線ＬＡＮルータ（通信部２４）および移動体３
の無線ＬＡＮ子機（通信ユニット２１）間に、無線ＬＡＮ中継器２８が配置されている。
無線ＬＡＮ中継器２８は、必要に応じて配置される。
　管理部１７は、通常、店舗の管理室や店内の案内カウンターに配置される。
【００２９】
　呼出しスイッチ１５がＯＮになり、呼出し信号発信器１６から呼出し信号が発信される
と、当該呼出し信号が発信された呼出し位置Ｐの最も近くにある移動体３が、自律移動モ
ードから管理移動モードに切り替えられるとともに、当該呼出し位置Ｐまで移動し、停止
する。
【００３０】
　この移動体３の移動モードの切り替えおよび呼出し位置での停止動作は、管理部１７の
制御部２８によって自動的に、あるいは管理部１７の入力部２６を通じた命令の入力によ
って手動的になされる。
【００３１】
　そして、この停止の間に、移動体３のカメラ１８、ディスプレイユニット１９および送
受話ユニット２０と、管理部１７のディスプレイ部２５および通話部２７とを通じて、顧
客と管理室に常駐する店員との間で、テレビ電話によるフェース・ツー・フェースの会話
がなされ、顧客に対して店内案内情報が与えられる。
　必要な会話が終了したとき、管理部１７の入力部２６を通じて移動モード切り替えの命
令が入力され、それによって、移動体３は自律移動モードでの移動を開始する。
【００３２】
　こうして、本発明によれば、カメラ１８を備えた移動体３を走行路１ａに沿って自律的
に、あるいは管理部の制御によって移動させ、移動体３のカメラ１８による映像を管理部
１７のディスプレイ部２５に表示することで、店内の監視を行うことができる。それによ
って、カメラ１８の死角になる領域は、従来の定位置に固定されたカメラの場合よりも少
なくなり、万引き等の監視がより効果的に行える。また、移動体３が移動することで、常
に監視されていることを万引き等をする者に強く意識させることができ、万引き等の抑止
効果が得られる。
【００３３】
　この場合、管理部１７の制御部２８に予め顔認識プログラムを組み込むとともに、過去
に店内で見つけられた万引き者や不正行為者等の顔画像を登録したデータベースを管理部
１７に備えておき、データベースに登録された者が店内に現れたときに、該当者を移動体
３によって追尾するようにすれば、万引きや不正行為の抑止効果がより高められる。
【００３４】
　さらに、本発明によれば、顧客が商品案内を必要とするときは、最寄の呼出しボタンを
ＯＮにして呼出し位置に移動体を停止させ、停止の間に、移動体を通じて、管理室に常駐
する店員とテレビ電話によるフェース・ツー・フェースの会話を行うことで、購入したい
商品の陳列場所を知ることができる。それによって、年配の顧客であっても、簡単かつ迅
速に商品案内を受けることができる。
　そして、本発明によれば、１つのシステムで、効果的な店内監視と、非常に利便性の高
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い顧客への店内案内を同時に行うことができ、極めて高いコストパフォーマンスが得られ
る。
【００３５】
　また、火災や地震等の非常事態が発生したときは、管理部１７の通話部２７、および各
移動体３の送受話ユニット２０を通じて、店内の全体にわたって店内誘導のアナウンスを
行うことによって、顧客を迅速かつ的確に避難させることができる。
【００３６】
　図５は、本発明の別の実施例を示す図３に類似の図である。
　なお、図５に示した実施例は、図３の実施例と、移動体の電源部および外部電源の構成
が異なるだけである。よって、以下では、図３に示したものと同一の構成要素には同一番
号を付して、それらの詳細な説明を省略する。
【００３７】
　図５を参照して、この実施例では、走行路１ａ上の予め定められた少なくとも１つの給
電位置Ｓに、非接触給電のための給電ユニット３３が備えられる。給電ユニット３３は、
図５に示すように走行路１ａの近傍に配置することもできるし、あるいは、案内壁２ａ、
２ｂまたは走行路１ａの路面に設けることもできる。
　また、走行路１ａの外側に、給電ユニット３３に電力を供給する外部電源装置３４が設
置される。
　さらに図示はしないが、給電位置には、走行路１ａの路面または案内壁２ａ、２ｂの内
側面に、給電位置を示すマークが備えられる。
【００３８】
　移動体３’は、充電池３５と、充電池３５に接続された、給電ユニット３３と対をなす
受電ユニット３６を備えている。
　さらに、移動体３’は、マークを検出するマーク検出用センサ（図示はしない）を備え
ている。
【００３９】
　図５の実施例によれば、移動体３’の制御ユニット１４によって、充電池３５の充電状
態が常時監視されており、充電池３５の電位が一定程度まで低下したとき、移動体３’が
最寄の給電位置Ｓに停止する。この停止の間に、外部電源装置３４から給電ユニット３３
および受電ユニット３６を介して充電池３５が充電される。そして、充電池３５が満充電
されると、移動体３’は再び走行を開始する。
　この実施例においても、図１～図３に示した実施例と同様の効果が得られることは言う
までもない。
【００４０】
　以上、本発明の構成を好ましい実施例に基づいて説明したが、本発明の構成は上記実施
例に限定されず、本願の特許請求の範囲に記載した構成の範囲内で種々の変形例を案出で
きることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４１】
１ａ～１ｄ　走行路
２ａ、２ｂ　案内壁
３、３’　移動体
４　カバー
５　間隙
６ａ、６ｂ　給電線
７　外部電源装置
８　車輪
９　モータ
１０　動力伝達機構
１１　集電ユニット
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１２、１３　距離センサ
１４　制御ユニット
１５　呼出しスイッチ
１６　呼出し信号発信器
１７　管理部
１８　カメラ
１９　ディスプレイユニット
２０　送受話ユニット
２１　通信ユニット（無線ＬＡＮ子機）
２２　移動体位置監視部
２３　呼出し信号受信部
２４　通信部（無線ＬＡＮルーター）
２５　ディスプレイ部
２６　入力部
２７　通話部
２７ａ　マイクロフォン
２８　制御部
２９　無線ＬＡＮ中継器
３０　取付部
３０ａ　支持ロッド
３０ｂ　取付板
３１　ローラ支持板
３２　ガイドローラ
３３　給電ユニット
３４　外部電源装置
３５　充電池
３６　受電ユニット
Ｐ　呼出し位置
Ｓ　給電位置
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